






























緒的価値」( 遠藤,	2007)、「経験経済」（Pine and 
Gilmore,	2000）、「サービス・ドミナント・ロジック」




















































































































































































































































































































　第 3.1 節では交換価値と使用価値という価値の 2
面性について議論を行ったわけだが、延岡 (2006a,	































































































































































































2006b,	2008,	2010,	2011) や楠木 (2006) の研究で
も企業間競争はコモディティ化の要因として捉えられ
ている。しかし、石原 (1982,	1996a,	1996b,	1999)

















































































































2008,	2010,	2011) や楠木 (2006,	2010) の研究で
は競争は価値を喪失させるものとして一意的に捉え
られていたが、本稿では石原 (1982,	1996a,	1996b,
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